
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】管継手にフレキシブル管を挿入固定した際に、

必要が生ずれば容易に管継手からフレキシブル管を取り

外すことの出来る管継手を提供する。

【解決手段】環状基板から中心方向に向け複数放射状に

かつ漏斗状に設けられたフレキシブル管支持片１６を有

するロックリング１４と、該ロックリング１４をフレキ

シブル管継手主体２のフレキシブル管挿入空間内の所定

位置に位置決めする為、フレキシブル管内周面に突出し

て設けたロックリング係止突部１８と、該ロックリング

係止突部１８にロックリングの環状基板を押し当て固定

する為の、前記主体端に螺合させたプラグ４とよりなる

フレキシブル管固定手段を有するフレキシブル管継手と

した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
環 状 基 板 か ら 中 心 方 向 に 向 け 複 数 放 射 状 に か つ 漏 斗 状 に 設 け ら れ た フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片
を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿
入 空 間 内 の 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る 為 、 フ レ キ シ ブ ル 管 内 周 面 に 突 出 し て 設 け た ロ ッ ク リ
ン グ 係 止 突 部 と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 に ロ ッ ク リ ン グ の 環 状 基 板 を 押 し 当 て 固 定 す る
為 の 、 前 記 主 体 端 に 螺 合 さ せ た プ ラ グ と よ り な る フ レ キ シ ブ ル 管 固 定 手 段 を 有 す る フ レ キ
シ ブ ル 管 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
筒 状 を な し た フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 最 奥 に 、 挿 入 し た フ レ キ
シ ブ ル 管 の 先 端 と 当 接 す る 段 付 及 び フ レ キ シ ブ ル 管 の 外 周 面 と 接 す る 内 周 面 を 有 す る 筒 状
の シ ー ル パ ッ キ ン を 有 し 、 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 の 入 口 付 近 に 環 状 の 基 板 か ら 中 心 方 向
に 向 け 複 数 放 射 状 に か つ 漏 斗 状 に 設 け ら れ た フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ
と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 の 所 定 位 置 に
位 置 決 め す る 為 の ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 に ロ ッ ク リ ン グ 基 部
を 押 し 当 て 固 定 す る 為 の 前 記 主 体 端 部 に 螺 合 さ せ た プ ラ グ と よ り な る フ レ キ シ ブ ル 管 固 定
手 段 を 設 け て な る フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 気 体 液 体 等 の 流 体 を 導 く 為 の フ レ キ シ ブ ル 管 を ワ ン タ ッ チ で 接 続 す る フ レ キ シ
ブ ル 管 継 手 に お い て 、 一 旦 接 続 し た フ レ キ シ ブ ル 管 を 容 易 に 取 り 外 す こ と を 可 能 と し た フ
レ キ シ ブ ル 管 継 手 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
フ レ キ シ ブ ル 管 は 、 縦 断 面 が 連 続 し た 波 状 を 呈 し 、 大 径 部 と 小 径 部 と が 繰 り 返 し て お り 、
管 継 手 本 体 内 に 挿 入 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 管 は 、 継 手 本 体 内 に 設 け ら れ て い る ロ ッ ク リ ン グ
の 内 周 面 に 突 出 し て い る 係 合 突 部 を 大 径 部 に よ り 押 し 開 き 、 フ レ キ シ ブ ル 管 小 径 部 と 前 記
係 合 突 部 と を 対 向 さ せ 当 接 す る こ と で フ レ キ シ ブ ル 管 の 引 き 抜 け を 防 止 し 固 定 し て い る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 そ の た め 、 係 合 突 部 を フ レ キ シ ブ ル 管 に 当 接 し 固 定 す る た め
の 手 段 が 必 要 で 構 造 が 複 雑 と な り 、 ま た 、 管 継 手 か ら フ レ キ シ ブ ル 管 を 取 り 外 す こ と も 困
難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ９ ６ ７ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て 、 管 継 手 に フ レ キ シ ブ ル 管 を 挿 入 固 定 し た 際 に 、 必 要 が 生 ず れ
ば 容 易 に 管 継 手 か ら フ レ キ シ ブ ル 管 を 取 り 外 す こ と の 出 来 る 管 継 手 を 得 る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 は 、 環 状 基 板 か ら 中 心 方 向 に 向 け 複 数 放 射 状 に か つ 漏 斗 状
に 設 け ら れ た フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ を フ レ キ シ
ブ ル 管 継 手 主 体 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 の 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る 為 、 フ レ キ シ ブ ル
管 内 周 面 に 突 出 し て 設 け た ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 に ロ ッ ク リ
ン グ の 環 状 基 板 を 押 し 当 て 固 定 す る 為 の 、 前 記 主 体 端 に 螺 合 さ せ た プ ラ グ と よ り な る フ レ
キ シ ブ ル 管 固 定 手 段 を 有 す る も の と し た 。
ま た 、 請 求 項 ２ の フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 は 、 筒 状 を な し た フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体 の フ レ キ
シ ブ ル 管 挿 入 空 間 最 奥 に 、 挿 入 し た フ レ キ シ ブ ル 管 の 先 端 と 当 接 す る 段 付 及 び フ レ キ シ ブ
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ル 管 の 外 周 面 と 接 す る 内 周 面 を 有 す る 筒 状 の シ ー ル パ ッ キ ン を 有 し 、 フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入
空 間 の 入 口 付 近 に 環 状 の 基 板 か ら 中 心 方 向 に 向 け 複 数 放 射 状 に か つ 漏 斗 状 に 設 け ら れ た フ
レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ と 、 該 ロ ッ ク リ ン グ を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体
の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 内 の 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る 為 の ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 と 、 該
ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 に ロ ッ ク リ ン グ 基 部 を 押 し 当 て 固 定 す る 為 の 前 記 主 体 端 部 に 螺 合 さ
せ た プ ラ グ と よ り な る フ レ キ シ ブ ル 管 固 定 手 段 を 設 け た も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 と 共 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 断 面 を 示 す も の で あ る 。 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 主
体 ２ は 筒 状 を な し 一 端 部 に 導 管 （ 図 示 せ ず ） を 螺 合 す る 螺 子 部 ３ が 設 け ら れ 、 他 端 部 に は
後 述 す る プ ラ グ ４ を 螺 合 す る 螺 子 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 筒 状 を な す 主 体 ２ の 内 部 に 、 軸
線 Ｃ と 直 交 す る 方 向 の パ ッ キ ン 受 ６ を 鍔 状 に 設 け る 。 パ ッ キ ン 受 ６ は 中 央 に 軸 線 Ｃ － Ｃ 方
向 に 伸 び る 筒 状 の 流 路 ７ を 構 成 し て い る 。 ８ は 螺 子 部 ３ に 螺 合 す る 図 示 し な い 導 管 の 端 部
を 受 け る 環 状 の パ ッ キ ン 、 ９ は 筒 状 の 流 路 ７ に 嵌 合 し て 設 け た シ ー ル パ ッ キ ン で 、 大 略 筒
状 体 を な し 、 管 継 手 主 体 ２ に 内 設 し て 設 け て あ る 。 そ の 内 周 は フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 波 状
屈 曲 １ １ と ほ ぼ 対 応 す る 波 状 屈 曲 １ ２ を し 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ が 嵌 挿 さ れ た と き に 良 好
に 密 接 出 来 る よ う に し て い る 。 上 記 波 状 屈 曲 １ ２ の 数 は 少 な く て 良 い 。 シ ー ル パ ッ キ ン ９
に 挿 入 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 先 端 は 、 シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 波 状 屈 曲 の 最 奥 部 に 設 け
ら れ て い る 段 部 １ ３ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
１ ４ は ロ ッ ク リ ン グ で 、 図 ２ に 示 す 如 く 側 面 視 環 状 の 薄 板 状 を な し 、 環 状 基 板 １ ５ か ら 軸
線 Ｃ に 向 け 突 出 す る 多 数 の フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 １ ６ を 有 し て い る 。 各 支 持 片 １ ６ は 頭 頂
部 に 小 突 起 １ ７ を 有 し 、 隣 接 支 持 片 １ ６ 同 志 若 干 の 間 隔 を 有 し 、 そ れ ぞ れ 図 ２ Ｂ に 示 す 如
く 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 挿 入 方 法 に 折 り 曲 げ ら れ 支 持 片 １ ６ 全 体 と し て 頂 部 を 欠 い た 漏
斗 状 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ロ ッ ク リ ン グ １ ４ は 環 状 基 板 １ ５ の 外 径 が フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 主 体 ２ の 内 径 よ り 短 く
主 体 ２ の 内 部 に 挿 入 さ れ た と き は 、 主 体 ２ の 内 周 面 に 環 状 に 突 出 し て い る ロ ッ ク リ ン グ 係
止 突 部 １ ８ に 当 接 し て 環 状 基 板 １ ５ を 軸 線 Ｃ － Ｃ と 直 交 す る 仮 想 面 上 に 位 置 す る よ う に さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ロ ッ ク リ ン グ １ ４ の 環 状 に 配 さ れ た 支 持 片 １ ６ の 対 向 す る 頂 部 の 小 突 起 １ ７ の 間 隔 は 、 フ
レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 、 大 径 部 １ ９ の 径 よ り は 小 さ く 、 小 径 部 ２ ０ よ り は 大 き く し て い る 。
ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 １ ８ に よ り 位 置 決 め さ れ て い る ロ ッ ク リ ン グ １ ４ は 、 主 体 ２ の 螺 子
部 ５ で 主 体 ２ に 螺 合 し て い る プ ラ グ ４ に よ り 押 圧 固 定 さ れ て い る 。 プ ラ グ ４ は 筒 状 体 よ り
な り 、 筒 状 体 の 先 端 の ロ ッ ク リ ン グ 当 接 面 ２ １ の 内 周 縁 に は 軸 線 Ｃ － Ｃ 方 向 に 傾 斜 す る テ
ー パ ー 面 ２ ２ を 有 す る 小 突 起 ２ ３ を 設 け 、 筒 状 体 の 中 央 部 分 外 周 面 に は 主 体 ２ の 螺 子 部 ５
に 螺 合 す る 螺 子 部 ５ を 設 け る 。 ２ ４ は フ ラ ン ジ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ に フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ を 取 り 付 け る 際 に は 、 図 １ に 示 す よ う
に 組 み 立 て た フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の プ ラ グ ４ 側 か ら フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 Ａ 内 に フ レ
キ シ ブ ル 管 １ ０ を 挿 入 す る 。 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ は そ の 先 端 を 小 径 部 ２ ０ で 切 断 し て お り
、 そ の 先 端 が 先 ず ロ ッ ク リ ン グ １ ４ の フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 １ ６ に 当 接 し 、 漏 斗 状 に 先 す
ぼ ま り に 開 い た 支 持 片 １ ６ を そ の 弾 性 を 排 し て 更 に 押 し 開 く 。 そ し て 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １
０ は 、 小 径 部 ２ ０ と 大 径 部 １ ９ と を 交 互 に ロ ッ ク リ ン グ １ ４ の 支 持 片 を 通 過 さ せ 先 端 を シ
ー ル パ ッ キ ン ９ に 嵌 入 す る 。 シ ー ル パ ッ キ ン ９ は 、 そ の 内 周 部 分 に フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の
波 状 の 屈 曲 に 沿 う よ う な 波 状 の 屈 曲 １ ２ を 構 成 し て い る が 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ は 先 端 部
分 で そ れ を 押 し 広 げ て 先 端 面 を シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 段 部 １ ３ に 当 接 さ せ る 。 こ の と き シ ー
ル パ ッ キ ン ９ は パ ッ キ ン 受 ６ に よ り 移 動 を 阻 止 さ れ る と 共 に 密 封 性 を 高 め て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に 示 す 側 で は シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 凹 嵌 部 ２ １ は １ 個 所 で フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の １ 個 所
の 大 径 部 １ ９ と 嵌 合 し て い る が 、 こ の シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 凹 嵌 部 の 数 は 少 な い 程 フ レ キ シ
ブ ル 管 継 手 １ の 長 さ を 短 く す る こ と が 出 来 る の で 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 波 状 凹 凸 １ １ の
形 状 を 基 準 に し て シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 凹 部 の 数 及 び 位 置 及 び ロ ッ ク リ ン グ １ ４ を 固 定 す る
ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 １ ８ の 位 置 を あ ら か じ め 決 定 す べ き で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 フ レ キ
シ ブ ル 管 １ ０ の 先 端 が シ ー ル パ ッ キ ン ９ の 段 部 １ ３ に 当 接 し た と き に 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ４
の 支 持 片 １ ６ の 先 端 の 小 突 起 １ ７ が フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 小 径 部 付 近 に 当 接 す る こ と が 出
来 る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 に よ っ て 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ は そ の 先 端 及 び 屈 曲 部 分 １ １ に お い て シ ー ル パ ッ
キ ン ９ の 段 部 １ ３ 及 び 波 状 屈 曲 １ ２ と 密 接 し 密 封 状 態 を 保 つ と 共 に 、 ロ ッ ク リ ン グ １ ４ の
フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 １ ６ は そ の 先 端 の 小 突 起 １ ７ を フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 小 径 部 ２ ０ 付
近 に 当 接 し て フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ を 引 き 抜 こ う と す る 方 向 へ の 力 に 充 分 に 対 抗 す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 引 き 抜 き 方 向 へ の 力 が フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片 １ ６ に 加 わ り 断 面 「 く 」 字 形 の フ レ キ
シ ブ ル 管 支 持 片 １ ６ が 直 線 状 に 伸 長 し よ う と し て も 、 プ ラ グ ４ の 小 突 起 ２ ３ の テ ー パ ー 面
２ ２ が 支 持 片 １ ６ を 受 け て 支 持 片 １ ６ の 伸 長 を 阻 止 す る 作 用 を す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ に 接 合 さ れ て い る フ レ キ シ ブ ル 管 を 取 り 外 す に は 次 の よ う に す る 。
プ ラ グ ４ の フ ラ ン ジ ２ ４ に 適 宜 工 具 を 当 て が い 、 軸 線 Ｃ － Ｃ を 中 心 に 回 転 し 螺 子 部 ５ を ゆ
る め プ ラ グ ４ を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 １ の 主 体 ２ か ら 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 ロ ッ ク リ ン グ
１ ４ は ロ ッ ク リ ン グ １ ４ を 主 体 ２ の ロ ッ ク リ ン グ 係 止 突 部 １ ８ へ 押 圧 す る 力 か ら 開 放 さ れ
る こ と に な る 。 そ こ で 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ を 図 １ に あ っ て は 右 方 向 に 引 け ば 、 フ レ キ シ
ブ ル 管 １ ０ の 小 径 部 ２ ０ に 先 端 の 小 突 起 １ ７ を 当 接 し て い る 支 持 片 １ ６ を 介 し て ロ ッ ク リ
ン グ １ ４ も 右 方 に 引 か れ 、 主 体 ２ か ら 取 り 出 さ れ る 。 フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 先 端 に 嵌 合 し
て い る シ ー ル パ ッ キ ン ９ も フ レ キ シ ブ ル 管 １ ０ の 移 動 に つ れ て 右 行 す る が 、 ロ ッ ク リ ン グ
係 止 突 部 １ ８ と 当 接 す る こ と で 更 な る 移 動 は 出 来 ず そ の 位 置 に 停 止 し 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １
０ の み が シ ー ル パ ッ キ ン ９ か ら 抜 け 主 体 ２ か ら 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 は 、 主 体 内 の フ レ キ シ ブ ル 管 挿 入 空 間 に 設 け た フ レ キ シ ブ ル 管
固 定 手 段 を 主 体 端 部 に 螺 合 し た プ ラ グ に よ り 前 記 主 体 に 固 定 し た た め に 、 フ レ キ シ ブ ル 管
を フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 よ り 引 き 抜 く 際 に は 、 前 記 プ ラ グ を 取 り 外 す こ と で フ レ キ シ ブ ル 管
固 定 手 段 を 解 放 す る こ と が 出 来 、 従 来 フ レ キ シ ブ ル 管 を 取 り 外 す こ と の 出 来 な か っ た フ レ
キ シ ブ ル 管 継 手 か ら の フ レ キ シ ブ ル 管 の 取 り 外 し が 容 易 に 行 な え る よ う に な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 の 全 体 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ロ ッ ク リ ン グ を 示 す も の で Ａ は 側 面 図 、 Ｂ は Ａ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 プ ラ グ を 示 す も の で Ａ は 一 部 切 除 し た 正 面 図 、 Ｂ は Ａ の 右 側 面 図 、 Ｃ は Ａ の 左 側
面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手
２ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 継 手 主 体
３ ， ５ 　 螺 子 部
４ 　 プ ラ グ
６ 　 パ ッ キ ン 受
７ 　 流 路
８ 　 パ ッ キ ン
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９ 　 シ ー ル パ ッ キ ン
１ ０ 　 フ レ キ シ ブ ル 管
１ １ ， １ ２ 　 波 状 屈 曲
１ ３ 　 段 部
１ ４ 　 ロ ッ ク リ ン グ
１ ５ 　 環 状 基 板
１ ６ 　 フ レ キ シ ブ ル 管 支 持 片
１ ７ 　 小 突 起
１ ８ 　 突 部
１ ９ 　 大 径 部
２ ０ 　 小 径 部
２ １ 　 シ ー ル パ ッ キ ン の 凹 嵌 部
２ ２ 　 テ ー パ ー 面
２ ３ 　 小 突 起
２ ４ 　 フ ラ ン ジ
Ａ 　 フ レ キ シ ブ ル 挿 入 空 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 2004-116649 A 2004.4.15



【 図 ３ 】
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